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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、クラスIフルクトース二リン酸アルドラーゼ遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。脳の海馬細胞とプルキンエ細胞に特異的に発現するこのタンパク質は、フルクトース-1,6-二リン酸とフルクトース-1-リン酸を可逆的にアルドール分解してジヒドロキシアセトンリン酸とグリセルアルデヒド-3-リン酸またはグリセルアルデヒドに変換する解糖酵素です。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：D-フルクトース-1,6-二リン酸 = グリセロンリン酸 + D-グリセルアルデヒド-3-リン酸。,その他：脊椎動物には、この普遍的な解糖酵素の3つの形態が認められており、筋肉にはアルドラーゼA、肝臓にはアルドラーゼB、脳にはアルドラーゼCが存在します。,経路：炭水化物の分解; 解糖; D-グルコースからのD-グリセルアルデヒド3-リン酸とグリセロンリン酸：ステップ4/4。,類似性：クラスIフルクトースビスリン酸アルドラーゼファミリーに属します。,サブユニット：ホモテトラマー。,
	研究分野
	解糖系/糖新生;ペントースリン酸経路;フルクトースおよびマンノース代​​謝;
	画像データ
	

	ALDOC 抗体を使用したマウス肝細胞溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	アルドラーゼCポリクローナル抗体を用いたマウス肝臓、マウス脊髄細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

